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「子供広場ヤッチャル」におけるインドネシア児童の
日本語学習法
プルウィヤンティ
はじめに
日本に居住している日本人、外国人の児童は、義務教育を受けることになっており、児
童達は国公立学校や私立学校などを選ぶことができる。そして、国公立学校では授業は日
本語で行われる。東広島に住んでいる外国人、特にインドネシアの児童の大半は、寺西小
学校と三ツ城小学校で勉強をしている。日本人の児童達には日本語で授業を行うことに問
題はないが、外国人の児童達の場合は日本語がわからず理解ができない。そのため外国の
児童達は授業を理解するために日本語を勉強しなければならない。学校では日本語が理解
できない児童達に特別な日本語クラスを設けている。
インドネシアと異なり、日本の文字は複雑である。漢字は文書の重要な語彙を表す役割
を果たしている。片仮名は科学技術用語、外国からの借語発音などを書くのに使われてい
る。平仮名は動詞、形容詞などを書くのに使われている。漢字と平仮名は文書に頻出する。
児童や日本語を習ったばかりの人が読むための簡単な文書なら、普通は平仮名で書かれる。
このため、平仮名の重要性を認識することができる。しかし、外国の児童にとって平仮名
を学ぶのは容易ではない。
日本語を勉強する時は誰でも平仮名から勉強することになる。インドネシアの字はロー
マ字である。しかし日本の字は平仮名はである。児童にとって字を学び、覚える事は簡単
ではないだろう。
インドネシア児童達をサポートするために東広島の「子供広場ヤッチャル」は日本語の
授業を行っている。そこでボランティアが児童達に平仮名や学校の宿題や授業などを教え、
平仮名を早く書き、読むことができるように色々な方法をとっている。
東広島に住んでいるインドネシアの小学生
東広島にいるインドネシアの子供の大半は西条に住んでいる。下のリストはインドネシ
アの児童の氏名・年齢・学校名及び学年のデータである。
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子供広場ヤッチャルで勉強するインドネシアの子供
東広島にいるインドネシア児童の大半は西条に住んでいるため、寺西小学校と三つ城小
学校で勉強をする。学校では日本語指導を受けて、子供広場ヤッチャルの日本語クラスも
参加している。火曜日の授業が終ると、４時半にサンスクエアの日本語クラスに通ってい
る。夏休みなると午後５時から６時まで、１週間に３回月・水・金曜日にサンスクエアに
通い勉強することになる。
小学校に通っているインドネシア生徒達は全員子供広場ヤッチャルの日本語クラスに参
加している。下の表は子供広場ヤッチャルのインドネシア生徒である。
平仮名を勉強する活動
日本語の勉強はまず文字を読み書きすることである。日本語の文字には平仮名と片仮名
と漢字の３つがある。初級者が日本語を勉強するならば、まず平仮名と片仮名を勉強しな
ければならない。
1． 発音を習うこと
インドネシア語は 26 文字ある。その中で母音が５つあり、子音が２１である。インド
ネシア文字の母音は発音が日本語の母音と同じである。「あ」の発音は「a」と同じ,「い」
の発音は「i」と同じ,「う」の発音は「u」と同じ、「え」の発音は「e」と同じ「お」の発
音は「o」と同じである。
子音の発音は母音をつけて読む。「B, C, D, G, J, P, T, V, W, Y」は「e」をつけて
「Be, De, Ge, Je, Pe, Te, Ve, We, Ye」と読む。「F, L, M, N, R, S, X」は「ef, el, em,
en, er, es, eks」と読む。「H, K, 」は「Ha, Ka」と読む。「X, Z」は「Eks, Zet」と読む。
文字 発音 文字 発音 文字 発音 文字 発音
A A H Ha O O V Ve
B Be I I P Pe W We
C Ce J Je Q Ki X Eks
D De K Ka R R Y Ye
E E L El S Es Z Zet
F Ef M Em T Te
G Ge N En U u
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平仮名の紹介
母音
あ い う え お
子音
か き く け こ
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
は ひ ふ へ ほ
ま み む め も
や ゆ よ
ら り る れ ろ
わ を
ん
や ゆ よ
きゃ きゅ きょ
しゃ しゅ しょ
ちゃ ちゅ ちょ
にゃ にゅ にょ
ひゃ ひゅ ひょ
みゃ みゅ みょ
りゃ りゅ りょ
が ぎ ぐ げ ご
ざ じ ず ぜ ぞ
だ づ で ど
ば び ぶ べ ぼ
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ぎゃ ぎゅ ぎょ
じゃ じゅ じょ
びゃ びゅ びょ
ぴゃ ぴゅ ぴょ
母音
A I u E O
子音
Ka Ki ku Ke Ko
Sa Shi su Se So
Ta Chi tsu Te To
Na Ni nu Ne No
Ha Hi fu He Ho
Ma Mi mu Me Mo
Ya yu Yo
Ra Ri ru Re Ro
Wa Wo
N
Ya Yu Yu
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Kya Kyu Kyo
Sha Shu Sho
Cha Chu Cho
Nya Nyu Nyo
Hya Hyu Hyo
Mya My Myo
Rya Ryu Ryo
Ga Gi gu Ge Go
Za Ji zu Ze Zo
Da Ji dzu De Do
Ba Bi bu Be Bo
Pa Pi pu Pe Po
gya Gyu Gyo
ja Ju Jo
Bya Byu Byo
Pya Pyu Pyo
仮名の読み方は以上のように読むことができる。子供が平仮名の発音を習うときにも
このように習う。
平仮名の特徴
上記の表はインドネシア語と日本語の清音子音と母音を分類し、それに従い平仮名文
字を縦横の表に並べたものである。伝統的には縦書き文の要領で、縦に母音の変化、横
に子音の変化を表す。横一例は母音がそろっており、これらをあ段、い段、う段、え段、
お段といい、縦一行は子音がそろっており、これらをあ行、か行、さ行、た行、な、は
行、ま行、や行、ら行、わ行という。また五十音図には通常「ん」は含まれない。
日本語では単純母音が五つしかないこと、子音それぞれと組み合わせがほぼ完全対応
であることが、平仮名理解する手段として、五十音をわかりやすく手軽なものにしてい
る。
平仮名の数量は多いが、文字を 46 だけ覚えると、残りの文字ができる。か行、さ行、
た行、は行濁点を付けることが行、ざ行、だ行、ば行になる。因みにこれらは半濁点を
付けると、ぱ行になる。
「子供広場ヤッチャル」の生徒達が平仮名の発音を習うときも上記の方法で覚えて、
勉強する。発音練習の後は書き勉強を始める。
  




